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要　旨
クラウドサービスを誰もが利用できるようにするため、プロジェクターからの映像表示とジェスチャーによる
入力で情報を操作できるインタラクション技術を開発しました。本技術は、可動機構を備えた小型プロジェク
ターと3次元形状を計測・認識するカメラを組み合わせ、入力を支援する画像を任意の広範囲な場所に表示す
るとともに、リモコンやマウスなどの入力機器を使わずジェスチャーにより情報の選択や機器間の転送などの
操作を可能とします。これにより、直感的かつ操作結果が分かりやすい自然なインタラクションを実現します。
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1. まえがき
 

近年、クラウド上で処理する応用が広がり、オフィス内だ
けでなく、いろいろな場所でサービスを利用できるように
なってきました。また、クラウドサービスの広がりとともに、
利用者は従来のIT専門家だけでなくITスキルを持たない一般
の方々にも拡大しています。一方、パソコンやスマートフォ
ン、タブレットなど個人の情報端末が普及し、クラウドサー
ビスの端末として使うことで、いつでもどこでも必要なとき
に情報を入手できるようになっています。
広く使われている個人情報端末ですが、情報を得るにはマウ

スやタッチ操作などでの入力が必要であり、サービスを利用す
るには、端末を取り出してアプリケーションを立ち上げるなど
の手順が必要となります。クラウドサービスの進展を考えると、
ショッピングモールや劇場・競技場での場内案内や不動産店
舗・金融機関での商品紹介など、公共の場でクラウド上の情報
にアクセスする応用への広がりが考えられます。ただ、このよ
うな場面では、情報を得るまでの手間が必要となる個人情報端
末は、必ずしも使いやすいとは言えません。情報提供の場に設
置され、手間なく情報が提供される新しいインタフェースが望
まれます。また、表示場所が本体のディスプレイに限られる個
人情報端末では、メニュー選択をベースとした操作が必要とな
り、ITスキルを要求される場面もあります。クラウドサービス
を誰もが利用できるようにするためには、直感的で簡単に操作

できるインタフェースの実現が望まれます。
以上の要求に応えるため、より自然なインタラクションを
実現するインタフェースを開発しました。本稿では、本イン
タフェースの構成及び特長と、本インタフェースが効果的に
活用できる応用をまとめます。また、実際にシステムを開発
し、これをファイルの選択と転送に適用した例、及び動画の
選択と大型共有画面への転送や個人情報端末への転送に応用
した例を紹介します。

2. 映像投影とジェスチャー入力によるインタラクション
 

2.1 システム構成と特長

本インタフェースは、小型プロジェクターと3次元カメラを
指向方向が自在に変えられるように搭載したヘッドモジュー
ルを基本とし（ 図 ）、以下の特長を有しています。
・ 小型の可動プロジェクターで広範囲の任意の場所へ画
像を投影
可動プロジェクターと三次元カメラとを統合制御。可動
プロジェクターで必要な場所にのみ映像を投影すること
で、小型プロジェクターを用いても広い範囲の任意の場
所へ十分な明るさの映像投影が可能。小型プロジェク
ターが適用できるので、省スペース、省電力も実現。ま
た、三次元カメラの計測結果に合わせて可動方向を制御
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図   システム構成

することで、利用者の動きに広範囲かつ高速に追跡しな
がらの画像投影が可能。

・ ジェスチャー入力と映像投影の統合で直感的な操作を
実現
三次元カメラで三次元形状を計測し、手や指の動き、形を
操作入力として認識。これによりリモコン、マウス、キー
ボードなどの入力機器を利用せずに、端末間のデータ移動
や編集、機器の操作などの応用を実現可能とし、直感的で
自然なインタラクションを実現。また、小型プロジェク
ターから、キーボードや操作対象の状態など入力を支援す
る画像を、机や利用者の手などさまざまな場所に表示する
ことで、操作結果の分かりやすいインタフェースを実現。

2.2 想定される応用例

映像投影とジェスチャー入力を活用するインタラクション
技術は、情報選択や案内・操作に関わるいろいろな応用に適
用できると考えられます。想定される応用場面として、パブ
リックスペース・オフィス・ホームの3種類を検討しました。
(1) デジタルサイネージ
公共の場（パブリックスペース）で利用するデジタルサ
イネージへの適用例を 写真1 に示します。ジェスチャー
入力により、大型画面に表示されているメニューや商品
を手の動きで送ったり、選択したり、クーポンをつかん
だりします。投影機能により、取得したクーポンを手に
投影したり、レストランの方向を床面に投影して案内し
たりするなど、操作の実感や楽しさを与えることでサイ
ネージの効果を向上できます。ディスプレイの前ですぐ

写真1   デジタルサイネージへの適用例

使えるので、個人情報端末を取り出す手間も掛かりませ
ん。また、非接触で離れた場所から操作できるため、特
に公共の場で多人数が操作するサイネージとして清潔感
を訴求できます。ショーウインドー内に設置した場合に
も、画面を外側から操作が可能なため、設置場所の自由
度や操作の利便性を訴求できます。

(2) オフィス
本技術を会議室に適用することで、手の動きによる投影
画面への情報の追加や画面の編集を実現できます（ 写真
2 上）。対象を直接指差して操作できるようにすること
で、機器操作のための思考や議論の中断が避けられ、会
議の効率向上が期待されます。タブレットに組み込めば、
機器がクレードルに置かれて手元から離れた場所にあっ
ても、キーボードを手元に投影して簡単な入力操作を実
行できるようになります（写真2下）。

(3) ホーム
本技術と赤外線送信器を組み合わせることで、手の動きで
エアコンや照明などの家電製品を操作できます。特に 写真
3 に示すように、本技術による投影機能により操作状態を
表示することができ、分かりやすい操作を実現できます。
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写真2   オフィスでの利用例

写真3   家庭での利用例

3. 開発評価例
 

可動プロジェクターと三次元カメラを搭載するヘッドモ
ジュールを製作し、インタラクション評価システムを開発し
ました。本システムを画像やプログラムなどのデータ転送及
び、動画の選択と表示の2種類の応用に適用し、映像投影と
ジェスチャー入力によるインタラクションの有効性を確認し
ました。
写真4 に第1の応用向けの評価システムを示します。写真上
部にある黒い部分がヘッドモジュールです。本応用では、ク

ラウド上のサービスとしてフォトアルバムやプログラムの配
布、データアーカイブなどを想定し、ここで必要となる“選
択”と“転送”を手の動きのみによる操作で実現しました。
写真5 に操作の様子を示します。クラウドサービス端末（写
真5上、大きい方の表示画面）とユーザーモバイル端末（写真
5 下、小さい方の表示画面2台）に表示された複数の画像から
任意の画像を選択し、希望の端末に転送します。操作は以下
の手順により実施します。
(1)転送元となる端末上の希望の画像の前に開いた手を移動
することで画像を選択

(2)画像の前で手を握ることで選択を決定
(3)握ったまま手を転送先の端末の前に移動し、手を開くこ
とによりデータ転送を完了

このように手の形と動きをジェスチャーに割り当てること
により、キーボードやマウスなどを使うことなく、また、対
象機器指定のためのアドレスなどを入力する必要もなく、直
感的で自然なインタフェースを実現しました。また、本イン
タフェースが持つ投影機能により、 写真6 に示すように選択
したデータを手の動きに追従しながら机上に投影することで、

写真4   インタラクション評価システム
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写真5   クラウド端末上で画像選択（上）、モバイル端末上で
選択（下）

写真6   選択画像移動中の机への映像投影

選択操作の結果を分かりやすく提示します。写真4～6のシス
テムはMWC2012 1） に出展し、多くの方に体験していただき
ました。
第2として、多数の動画から1つを選択して大画面での情報
共有や、個人端末へのダウンロードを可能とするシステムを
開発しました。本応用は以下への適用が考えられます。
・ 商品の案内や施設の案内
・ 映画館や劇場での予告編、公演内容、イベントの紹介

写真7   動画選択表示システム

・ 大型制御室や監視制御施設で、多数の監視映像の選択/
拡大などによる多人数での情報共有と意思決定の促進

写真7 に開発したシステムを示します。写真左側は情報共
有用の大型表示画面、写真右側の下方は、動画や紹介資料の
選択肢が複数表示されるデータ選択用表示画面と、個人情報
端末の例として用いるタブレットです。写真右側上方の黒い
部分がヘッドモジュールです。その下は技術説明用の表示画
面です。
本システムでは、データ選択用表示画面に表示された映像
から前項で紹介した手による動作で希望の映像を選択します。
選択した映像を左の方に投げる動作により、大型表示画面に
動画を表示し、選んだ動画を多人数で共有できます。同様に
個人情報端末にも映像をダウンロードできます。また、個人
情報端末の映像を直接大画面へ転送することも可能であり、
これらの多様な転送の組み合わせを手の動きだけで自在に実
現できます。本システムをFuturecom 2012 2） に出展しました。
上記2つの出展の結果、以下のご意見が多く得られました。
・ 転送元/転送先の機器とデータ選択及び、データの取得
や転送の決定など複数の操作を、手を開く・握るという
一連の動作で同時に実施できるのは便利で、操作の効率
が良い

・ 選択結果が机上に投影されるため操作状況が分かりやすい

4. むすび
 

以上のように、プロジェクターからの映像表示とジェス
チャーによる入力を組み合わせて、情報を操作するインタラ
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クション技術を開発しました。本技術を利用すれば、利用者
の手や壁や床などディスプレイが無いところにも情報を表示
することができ、表示場所の制約が緩和されます。入力機器
を使わずに、複数の操作手順を簡単な手の動きにより実行す
ることで、思考の中断なく情報を操作でき、また、直感的な
操作が可能なためITスキルの有無を問わず、クラウドサービ
スを誰もが利用できるようになります。
実際にインタフェースを開発して、データ転送や動画を選
択して大型画面に表示したり、個人情報端末にダウンロード
したりする応用に適用し、多くの方に利用いただきました。
この結果、本技術の有効性を確認することができました。
本技術はデジタルサイネージ・オフィス応用・家庭電化製
品のコントロールへの適用など、幅広い用途が期待されます。
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